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す
る
南
北
に
長
く
都
市
と
自
然
が
共
存
す
る
ま
ち
で
あ

る
。
特
に
瀬
戸
内
の
風
景
は
美
し
く
、
地
方
で
暮
ら
す

「
豊
か
さ
」
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
。
私
は
、
東
広
島
に

移
住
し
て
三
年
目
に
市
の
北
部
、
中
山
間
地
域
に
位
置

す
る
自
然
豊
か
な
福
富
町
に
、
築
百
年
以
上
経
過
し
空

き
家
と
な
っ
た
農
家
型
古
民
家
を
購
入
し
、
学
生
と
共

に
改
修
を
始
め
た
。
学
生
と
共
に
古
民
家
を
改
修
す
る

こ
と
で
、
田
舎
や
地
方
が
も
つ
「
豊
か
さ
」
を
共
に
経

験
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
。
こ
の
古
民
家
は
、
谷
間

の
緩
や
か
な
傾
斜
の
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に
建
っ
て
い
る
。

建
物
は
茅
葺
屋
根
の
母
屋
と
赤
瓦
の
の
る
蔵
と
納
屋
が

あ
り
、
そ
の
姿
は
一
帯
の
田
園
風
景
を
象
徴
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
古
民
家
に
土
間
、
囲
炉
裏
、
か
ま
ど
、
五

右
衛
門
風
呂
な
ど
を
再
生
し
、
田
舎
暮
ら
し
が
体
験
で

き
る
地
域
の
移
住
定
住
促
進
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備

を
進
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
こ
の
古
民
家
再
生
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、

私
の
研
究
室
だ
け
で
な
く
多
く
の
大
学
三
年
生
ま
で
の

学
生
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
る
。
参
加
学
生
は
古
民
家

改
修
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
を
通
し
て
、
田
舎
の
自

然
環
境
に
ふ
れ
、
地
域
住
民
の
方
々
と
交
流
し
な
が
ら

地
方
の
も
つ
「
豊
か
さ
」
を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
や
は
り
、
講
義
室
で
は

教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
地
方
に
あ
る
大
学
な
ら

で
は
の
建
築
教
育
だ
と
考
え
て
い
る
。
参
加
学
生
の
多

く
は
、
都
会
の
大
企
業
に
就
職
す
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

の
経
験
は
、
必
ず
や
彼
ら
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
や
人
生

に
良
い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

の
勤
務
す
る
近
畿
大
学
工
学
部
建
築
学
科
（
東

広
島
市
）
の
今
年
度
の
学
部
生
就
職
内
定
率
は

六
月
現
在
で
す
で
に
九
割
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
そ
の

就
職
先
の
ほ
と
ん
ど
は
建
設
業
界
で
あ
り
、
私
も
こ
の

こ
と
に
内
心
ホ
ッ
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
就
職
内
定
の
早

さ
に
は
驚
い
て
い
る
。
私
は
二
〇
一
二
年
に
近
畿
大
学

工
学
部
に
着
任
し
た
の
だ
が
、
こ
の
七
年
間
で
学
生
の

就
職
状
況
は
大
き
く
好
転
し
た
。
近
畿
大
学
は
近
年
、

入
試
制
度
の
改
革
や
近
大
マ
グ
ロ
に
代
表
さ
れ
る
大
学

イ
メ
ー
ジ
の
刷
新
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
受

験
者
数
全
国
第
一
位
と
な
り
、
偏
差
値
も
大
幅
に
上
昇

し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
地
方
に
あ
る
近
畿
大
学
工
学
部

建
築
学
科
の
偏
差
値
も
上
昇
し
、
優
秀
な
学
生
が
数
多

く
入
学
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
も
大
変
良
く
な
っ

た
。
女
子
学
生
の
比
率
も
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
上
更

に
世
の
中
の
景
気
の
回
復
傾
向
に
伴
っ
て
、
学
生
の
就

職
率
は
格
段
に
良
く
な
っ
た
と
言
え
る
。
現
在
は
ま
さ

に
売
り
手
市
場
で
あ
る
。
就
職
先
も
七
年
前
に
は
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
大
手
企
業
に
数
多
く
の
学
生
が
就
職
を

決
め
て
く
る
。
し
か
も
早
い
時
期
に
。
こ
の
こ
と
は
、

大
学
と
し
て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

反
面
で
、
内
定
後
の
学
習
意
欲
の
低
下
や
大
学
院
進
学

率
の
低
下
に
教
員
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
し
か
し
私

は
、
後
の
人
生
に
本
当
に
役
立
つ
も
の
を
大
学
三
年
生

ま
で
に
経
験
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
私
の
暮
ら
す
東
広
島
市
は
、
広
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
酒
造
り
で
有
名
な
西
条
を
中
心
と
し
て
、
南

は
瀬
戸
内
海
に
面
し
、
北
は
田
園
風
景
と
山
並
み
を
有
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